
 平 成 ２ ４ 年 度  第 ２ 回

工 事 担 任 者 試 験 問 題
 種

別 
 Ａ   Ｉ  
 Ｄ  Ｄ 総  合  種  

 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        ９時３０分 

２  試験科目数別終了時刻 
 試 験 科 目 基礎又は法規 技術のみ 基礎と法規 基礎（又は法規）と技術 全 科 目 

 科  目  数 １ 科 目 １ 科 目 ２ 科 目 ２ 科 目 ３ 科 目 

 終 了 時 刻 １ ０ 時 １ ０ 分 １ ０ 時 ５ ０ 分 １ １ 時 ３ ０ 分 １ ２ 時 １ ０ 分

３  試験科目別の問題番号ごとの解答数及び試験問題ページ  
   問 題 番 号 ご と の 解 答 数   

 
科    目 

第 1 問 第 2 問 第 3 問 第 4 問 第 5 問 第 6 問 第 7 問 第 8 問 第 9 問 第 10 問 

試験問題 

ページ 

 電 気 通 信 技 術 の基 礎 ４   ５   ４  ４  ５  ― ― ― ― ― Ｎ－ 1 ～  6

 端末設備の接続のための技術及び理論 ５   ５   ５   ５  ５  ５  ５  ５  ５  ５  Ｎ－ 7 ～ 19

 端末設備の接続に関する法規 ５   ５   ５  ５  ５  ― ― ― ― ― Ｎ－20 ～ 26

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。  

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の「０」もマークしてください。 

[記入例]  受験番号  ０１N９２１１２３４                生年月日  昭和５０年３月１日 

           

受　　験　　番　　号

000000000

111111111

22222222

3333333

444444

55555

6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

5

6

Ｎ

4

5

6

7

8

9
             

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

昭
和

平
成

Ｈ

  
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ又はＢ）

で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  この問題用紙に記入しても採点されません。 

(４)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び問題に対する配点 

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。 

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 
 
 

受 験 番 号

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 



Ｎ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、矢印のように電流が流れているとき、抵抗Ｒ２は、 (ア)

オームである。ただし、電池の内部抵抗は無視するものとする。 (５点)

① １ ② ２ ③ ３ ④ ４ ⑤ ５

図１

(２) 図２に示す回路において、抵抗Ｒに流れる電流Ｉは、 (イ) アンペアである。 (５点)

① １ ② ２ ③ ３ ④ ４ ⑤ ５

(３) 誘電率εの絶縁体を間に挟む、面積がＳ、間隔がｄの平行な導体板の間に生ずる静電容量は、

(ウ) に反比例する。 (５点)

① ε ② ｄ ③ ｄ ④ Ｓ ⑤ Ｓ２

(４) Ｒオームの抵抗、Ｌヘンリーのコイル及びＣファラドのコンデンサを直列に接続した回路に

角周波数がωラジアン／秒の正弦波交流電圧を加えた場合、 (エ) のとき、電流の位相は

電圧の位相より遅れる。 (５点)

１ １ １① ωＬ＞ ② ωＬ＝ ③ ωＬ＜ωＣ ωＣ ωＣ

1 １④ Ｒ＞ωＬ－ ⑤ Ｒ＜ωＬ－ωＣ ωＣ

Ｒ
Ｒ

２ Ａ４ Ａ

２ Ω

３ Ω

２８ Ｖ ４ Ｖ

１

２

図２

Ｉ

Ｖ＝５０ Ｖ

Ｒ

＝２ ΩＬ Ω＝３ＣＸ Ｘ

Ω８＝



Ｎ－2

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 半導体について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 正孔が多数キャリアであるｐ形半導体と、自由電子が多数キャリアであるｎ形半導体は、

いずれも真性半導体に不純物を加えて作られる。

Ｂ ｐ形半導体に含まれる不純物はドナーといわれ、ｎ形半導体に含まれる不純物はアクセプ

タといわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 図１に示すトランジスタ増幅回路において、この回路のトランジスタの各特性が図２、図３

で示すものであるとき、コレクタ－エミッタ間の電圧ＶＣＥは、 (イ) ボルトとなる。ただ

し、抵抗Ｒ１は１００オーム、Ｒ２は２.４キロオーム、抵抗Ｒ３は３.５キロオームとする。(４点)

① ２ ② ４ ③ ６ ④ ８ ⑤ １０

(３) トランジスタ回路で出力信号を取り出す場合には、バイアス回路への影響がないようにコン

デンサを通して (ウ) のみを取り出す方法がある。 (４点)

① 高調波成分 ② 雑音成分 ③ 直流分 ④ 交流分 ⑤ 漏話信号分

(４) 記憶素子を構成する基本単位であるメモリセルが、ＭＯＳトランジスタ１個とコンデンサ

１個から構成され、コンデンサに電荷があるときは１、電荷がないときは０として記憶される

半導体メモリは、 (エ) といわれる。 (４点)

① ＣＣＤ ② ＤＲＡＭ ③ ＲＯＭ

④ ＣＤ－ＲＷ ⑤ フラッシュメモリ

(５) トランジスタの静特性の一つである電流伝達特性は、エミッタ接地方式において、コレクタ

－エミッタ間の電圧ＶＣＥを一定に保ったときのベース電流ＩＢと (オ) との関係を示した

ものである。 (４点)

① ベース電圧ＶＢ ② コレクタ電流ＩＣ

③ エミッタ電流ＩＥ ④ ベース－エミッタ間の電圧ＶＢＥ

Ｉ

Ｖ

Ｉ

Ｒ

Ｒ
Ｒ
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図１ 図２
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１、図２及び図３に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣが、それぞれの円の内部を表すと

き、図１、図２及び図３の塗りつぶした部分を示すそれぞれの論理式の論理積は、 (ア)

と表すことができる。 (５点)

① Ａ･Ｃ ② Ａ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ ③ Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ

④ Ａ･Ｂ･Ｃ ⑤ Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ

図１ 図２ 図３

(２) 図４に示す論理回路において、Ｍの論理素子が (イ) であるとき、入力ａ及び入力ｂと

出力ｃとの関係は、図５で示される。 (５点)

図４

図５

入力ｂ
入力ａ

出力ｃＭ a

b

c

1

0

1

1

0

0

入力

出力

① ② ③ ④ ⑤

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ



Ｎ－4

(３) 図６に示す論理回路は、ＮＯＲゲートによるフリップフロップ回路である。入力ａ及び入力ｂ

に図７に示す入力がある場合、図６の出力ｄは、図７の出力のうち (ウ) である。(５点)

① ｄ１ ② ｄ２ ③ ｄ３ ④ ｄ４ ⑤ ｄ５ ⑥ ｄ６

図６

図７

(４) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (エ) になる。

(５点)

Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)･(Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

① １ ② Ｂ･Ｃ ③ Ｂ＋Ｃ ④ Ｂ＋Ｂ･Ｃ ⑤ Ｂ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ

a

b

d1

d2

d3

d4

d5

1

0

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

入力

出力

d6
1

0

入力ａ
出力ｃ入力ｂ

出力 d
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１において、電気通信回線１への入力電圧が１４５ミリボルト、電気通信回線１から電気

通信回線２への遠端漏話減衰量が６６デシベル、増幅器の利得が (ア) デシベルのとき、

電圧計の読みは、１４.５ミリボルトである。ただし、入出力各部のインピーダンスはすべて

同一値で整合しているものとする。 (５点)

① ２６ ② ３６ ③ ４６ ④ ５６ ⑤ ６６

図１

(２) 同軸ケーブルは、一般的に使用される周波数帯において信号の周波数が４倍になると、その

伝送損失は、約 (イ) 倍になる。 (５点)

１ １ １① ② ③ ④ ２ ⑤ ４ ⑥ １６１６ ４ ２

(３) 図２に示すように、インピーダンスがそれぞれ２８０オームと５２０オームの伝送ケーブルを

接続して信号を伝送すると、その接続点における電圧反射係数は、 (ウ) である。(５点)

① －０.６ ② －０.３ ③ －０.２ ④ ０.２ ⑤ ０.３ ⑥ ０.６

(４) 伝送回路の入力と出力の信号電圧が比例関係にないために生ずる信号のひずみは、 (エ)

ひずみといわれる。 (５点)

① 群遅延 ② 非直線 ③ 位 相 ④ 波 形 ⑤ 減 衰

発振器 電気通信回線１

電気通信回線２

終端抵抗

増幅器
終端抵抗

電圧計Ｖ終端抵抗

図２

伝送方向 接続点

２８０ ５２０〔Ω〕 〔Ω〕
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) パルスの繰り返し周期が等しいＮ個のＰＣＭ信号を時分割多重方式により伝送するためには、

多重化後のパルスの繰り返し周期を元の周期の (ア) 倍以下となるように変換する必要が

ある。 (４点)

１ Ｎ① ② ③ Ｎ ④ ２Ｎ ⑤ Ｎ２Ｎ ２

(２) 双方向多重伝送方式の一つである (イ) は、上り方向・下り方向の伝送に対して時間差を

設けることにより双方向伝送を実現する方式であり、ピンポン伝送方式ともいわれる。(４点)

① ＳＤＭ ② ＷＤＭ ③ ＴＤＭ ④ ＴＣＭ ⑤ ＦＤＭ

(３) 光増幅器を用いた光中継システムにおいて、光信号の増幅に伴い自然放出光の一部が増幅さ

れて発生する (ウ) は、受信端におけるＳＮ比の低下など、伝送特性劣化の要因となる。

(４点)

① ＡＳＥ雑音 ② 波長分散 ③ 暗電流 ④ 熱雑音 ⑤ ショット雑音

(４) ＷＤＭについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ ＷＤＭは、各チャネル別にパルス信号の送出を時間的にずらして伝送することにより、伝

送路を多重利用する方式である。

Ｂ ＤＷＤＭは、ＣＷＤＭと比較して、波長間隔を密にした多重化方式であり、一般に、長距

離及び大容量の伝送に用いられている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) シングルモード光ファイバの伝送帯域は、主に光ファイバの構造分散と (オ) との和で

表される波長分散によって制限される。 (４点)

① 伝搬モード数 ② モード分散 ③ 屈折率 ④ 材料分散 ⑤ 偏波分散



Ｎ－7

端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＤＥＣＴといわれる方式に準拠したデジタルコードレス電話機について述べた次の二つの記

述は、 (ア) 。 (２点)

Ａ 親機と子機との間の無線通信には、１.９ギガヘルツ帯の周波数が使用される。

Ｂ 親機と子機との通話時には、一般に、電子レンジや無線ＬＡＮの機器との電波干渉による

ノイズが発生しやすいが、周波数ホッピング技術により電波干渉を発生しにくくしている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 図は、デジタル式ＰＢＸの内線回路の例を示したものである。図中のＸは (イ) であり、

Ｚは (ウ) を表す。 (２点×２＝４点)

① リングトリップ回路 ② 変調器 ③ 通話電流供給回路

④ ２線－４線変換回路 ⑤ 復調器 ⑥ 復号器

⑦ 過電圧保護回路 ⑧ 符号器 ⑨ 加入者線試験引込み回路

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースに用いられるデジタル回線終端装置について述べた

次の二つの記述は、 (エ) 。 (２点)

Ａ 端末インタフェース部は、一般に、バス接続された各端末と通信するための送受信回路、

ブリッジタップによるエコーを補償するための等化器などで構成されている。

Ｂ 加入者線インタフェース部は、一般に、物理的に網を終端するための線路終端回路、線路

特性による伝送信号のひずみなどに起因して生ずる線路損失を補償するための等化器などで

構成されている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

音
声
情
報

Ｘ
Ｖ Ｗ

連続呼出
信号

ポイント制御

監 視

直流監視
回 路

制 御 回 路

応答検出
回 路

平
衡
回
路
網

Ｙ
(上り)

(下り)

制御信号

監視信号

Ｚ

信
号
情
報



Ｎ－8

(４) 通信機器は、周辺装置から発生する電磁ノイズの影響を受けることがある。電磁妨害が存在

する環境で、機器、装置又はシステムが性能低下せずに動作することができる能力は、ＪＩＳ

Ｃ ６００５０－１６１：１９９７ＥＭＣに関するＩＥＶ用語において、 (オ) と規定され

ている。 (２点)

① イミュニティ ② 電磁感受性 ③ 妨害電磁界強度

④ エミッション ⑤ 電磁遮蔽

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＩＥＥＥ８０２.３ａｅにおいて標準化された (ア) は、１.３μｍ帯の半導体レーザを

使い、ＷＡＮ用として、シングルモード光ファイバが使用される。 (２点)

① １０ＧＢＡＳＥ－ＬＷ ② １０ＧＢＡＳＥ－ＣＸ４

③ １０ＧＢＡＳＥ－ＥＲ ④ １０ＧＢＡＳＥ－ＬＸ４

⑤ １０００ＢＡＳＥ－ＳＸ

(２) ＩＥＴＦにおいて標準化された技術に、優先制御や帯域保証に対応しているＩＰｖ４ベース

のＩＰ網におけるＱｏＳ制御として、ＩＰｖ４ヘッダ内の (イ) フィールドの優先情報に

基づき音声パケットを優先して転送する方法がある。 (２点)

① ＩＤ(Identification) ② ＴＣ(Traffic Class)

③ ＴＯＳ(Type of Service) ④ ＴＴＬ(Time to Live)

⑤ ＦＯ(Fragment Offset)

(３) ＩＥＥＥ８０２.３ａｆにおいて標準化されたＰｏＥ機能について述べた次の二つの記述は、

(ウ) 。 (２点)

Ａ ＩＥＥＥ８０２.３ａｆの規定では、ＰＳＥ(Power Sourcing Equipment)は１ポート当たり

最大１５.４ワットの交流電力を、ＰＤ(Power Device)に給電することができる。

Ｂ ＰＳＥは、ＩＥＥＥ８０２.３ａｆ準拠のＰＤを検知して、給電を開始する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 企業向けＳＩＰサーバシステムを用いたＩＰ－ＰＢＸの一般的な構成における、ＳＩＰサー

バの機能などについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (２点)

Ａ ＳＩＰアプリケーションサーバは、一般に、ＳＩＰ基本機能、ＰＢＸ機能及びアプリケー

ション連携機能を持っている。

Ｂ ＳＩＰサーバシステムの核となるＳＩＰサーバには、一般に、ＳＩＰによる呼制御を行う

ための構成要素として、プロキシ(Proxy)、リダイレクト(Redirect)及びレジストラ(Regi-

strar)などがある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) 図は、ＡＤＳＬサービスにおける接続シーケンスの例を示したものである。図中Gに示すシー

ケンスの内容について述べた次の記述のうち、正しいものは、 (オ) である。 (２点)

① ＰＰＰセッションが確立する。

② ＩＰ通信網側のＩＰアドレスを通知する。

③ 端末機器が使用するＩＰアドレスを要求する。

④ 端末機器が受信したＩＰアドレスを通知する。

⑤ 端末機器に割り当てるＩＰアドレス情報を返送する。

A

B

C

D

E

F

G

H

J

P A D I

P A D O

P A D R

P A D S

C o n f i g u r e- R e q u e s t

C o n f i g u r e- A c k

C o n f i g u r e- R e q u e s t

C o n f i g u r e- A c k

C o n f i g u r e- R e q u e s t

C o n f i g u r e- A c k

C o n f i g u r e- R e q u e s t

C o n f i g u r e- N a k

C o n f i g u r e- R e q u e s t

C o n f i g u r e- A c k

ＩＰ通信開始

CHAP/ P A P  による認証フェーズCHAP / P A P  による認証フェーズ

端末機器 ＩＰ通信網

PPPo E

ディスカバリステージ

PPPo E

P P Pセッションステージ開始

LCP パケット

IPCP  パケット

認証成功
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける参照点について述べた次の二つの記述は、

(ア) 。 (２点)

Ａ Ｒ点は、ＮＴ１とＮＴ２の間に位置し、主に電気的・物理的な網機能について規定されて

いる。

Ｂ Ｓ点は、アナログ端末などの非ＩＳＤＮ端末を接続するために規定されており、ＴＡを介

して網に接続される。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースの特徴の一つは、一つの物理インタフェース上に同

時に複数の (イ) を設定し、それぞれが独立に情報を転送することができることである。

(２点)

① 物理媒体サブレイヤ ② 伝送変換サブレイヤ ③ メーリングリスト

④ リンクアドレス ⑤ データリンク

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるレイヤ３のメッセージは、共通部と個別部

から成る。共通部は、すべてのメッセージに共通に含まれており、大別して、 (ウ) 、

呼番号及びメッセージ種別の３要素から構成されている。 (２点)

① プロトコル識別子 ② ユーザ情報 ③ 情報要素識別子

④ 宛先アドレス ⑤ 送信元アドレス

(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける使用チャネルについて述べた次の二つの記

述は、 (エ) 。 (２点)

Ａ 回線交換モードにより通信を行う場合、呼設定情報など呼制御用のシグナリング情報は、

Ｂチャネルで伝送できる。

Ｂ パケット交換モードにより通信を行う場合、データパケットは、Ｂチャネルで伝送できる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、ＴＥＩが自動割当てのＴＥは、ＴＥＩを

取得するために、データリンクコネクション識別子(ＤＬＣＩ)の (オ) に設定した放送モー

ドの非番号制情報(ＵＩ)フレームにより、網に対してＴＥＩ割当て要求メッセージを送出する。

(２点)

① ＳＡＰＩ値を０、ＴＥＩ値を０ ② ＳＡＰＩ値を０、ＴＥＩ値を６３

③ ＳＡＰＩ値を６３、ＴＥＩ値を０ ④ ＳＡＰＩ値を６３、ＴＥＩ値を１２７

⑤ ＳＡＰＩ値を１２７、ＴＥＩ値を６３
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計１０点)

(１) １００ＢＡＳＥ－ＦＸでは、送信するデータに対して４Ｂ／５Ｂといわれるデータ符号化を

行い、伝送媒体の種類に応じてさらに符号化され、送信データのスクランブルを行った後、

(ア) といわれる方式で信号を符号化する。 (ア) は、図に示すように２値符号で

ビット値１が発生するごとに信号レベルが低レベルから高レベルへ又は高レベルから低レベル

へと遷移する符号化方式である。 (２点)

① ＮＲＺ ② ＭＬＴ－３ ③ バイポーラ

④ ＮＲＺＩ ⑤ マンチェスタ

(２) 光アクセスネットワークの設備構成のうち、電気通信事業者の設備から配線された光ファイ

バ回線を分岐することなく、電気通信事業者側の光加入者線終端装置とユーザ側の光加入者線

終端装置との間を１対１で配線する構成は、 (イ) といわれる。 (２点)

① ＳＳ ② ＡＤＳ ③ ＨＤＳＬ ④ ＨＦＣ ⑤ ＰＤＳ

(３) ＩＣＭＰｖ６について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (２点)

Ａ ＩＣＭＰｖ６情報メッセージとしては、ＩＰｖ６のアドレス自動構成に関する制御などを

行うＮＤ(Neighbor Discovery)プロトコルやＩＰｖ６上でマルチキャストグループの制御な

どを行うＭＬＤ(Multicast Listener Discovery)プロトコルで使われるメッセージなどが定

義されている。

Ｂ ＩＥＴＦのＲＦＣでは、ＩＣＭＰｖ６はＩＰｖ６を構成する一部分として任意であり、

ＩＰｖ６ノードはＩＣＭＰｖ６を実装することが望ましいと規定している。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 広域イーサネットにおいて用いられるＥｏＭＰＬＳは、ＭＰＬＳ網内でイーサネットフレームを

転送する技術であり、ユーザネットワークのアクセス回線から転送されたイーサネットフレーム

は、一般に、ＭＰＬＳドメインの入口にあるエッジルータで (エ) が除去され、レイヤ２

転送用ヘッダとＭＰＬＳヘッダが付与される。 (２点)

① ＰＡとＤＡ ② ＤＡとＦＣＳ ③ ＰＡとＰＡＤ

④ ＤＡとＳＡ ⑤ ＰＡとＦＣＳ

(略号) ＰＡ：PreAmble/SFD ＦＣＳ：Frame Check Sequence

ＤＡ：Destination Address ＰＡＤ：Padding Bit

ＳＡ：Source Address

入力

出力

高レベル

低レベル

１ ０ ０ １ ０ １ ０ １
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(５) ＡＴＭの技術などについて述べた次の記述のうち、誤っているものは、 (オ) である。

(２点)

① ＳＤＨベースの伝送コンバージェンス・サブレイヤで生成・挿入された空きセルは、

転送先のＡＴＭレイヤには渡されない。

② ＳＤＨベースの物理媒体依存サブレイヤは、ＡＴＭセル速度(有効セルの速度)を

伝送速度(伝送ペイロード容量)に合わせるために、セル流の速度整合を行う。

③ セルヘッダのＣＬＰフィールドは、１ビットで構成され、ＡＴＭ網が輻輳状態に陥っ
ふくそう

たときなどに、優先的に破棄されるセルを示す。

④ ＡＴＭ網の通信品質は、セル損失率だけではなく、セルを受信端末に送り届けるま

でに要する時間、遅延時間の揺らぎの程度などのパラメータと併せて規定されている。

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ある回線群で運ばれた１時間当たりの (ア) は、運ばれた呼の平均回線保留時間中にお

ける平均呼数に等しい。 (２点)

① 最大呼数 ② 待ち呼数 ③ 呼数密度 ④ 呼 数 ⑤ トラヒック量

(２) 一つの呼の接続が完了するためには、複数の交換機で出線選択を繰り返す場合が多い。呼が

経由するｎ個の交換機の出線選択時の呼損率をそれぞれＢ１、Ｂ２、… 、Ｂｎとすれば、生起

呼がどこかの交換機で出線全話中に遭遇する確率、すなわち、総合呼損率は、 (イ) の式

で表される。 (２点)

ｎ ｎ１① １－(１－Ｂ )(１－Ｂ )…(１－Ｂ ) ② Σ(１－Ｂ ) ③ １－ΣＢ１ ２ ｎ k kｎ ｋ＝１ ｋ＝１

ｎ１④ １－Ｂ ｎ！ ⑤ １－ Σ(１－Ｂ )ｎ kｎ ｋ＝１

(３) 即時式完全線群のトラヒックについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (２点)

Ａ ある回線群に加わった呼量が２５.０アーラン、運ばれた呼量が１７.５アーランであると

き、この回線群における呼損率は、０.７である。

Ｂ ある回線群についてトラヒックを２０分間調査し、保留時間別に呼数を集計したところ、

表に示す結果が得られた。調査時間中におけるこの回線群の呼量は、３.２アーランである。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

１呼当たりの保留時間 １００秒 １２０秒 １５０秒 ２００秒

呼 数 ４ １２ ８ ４

(４) ネットワークを構成する機器について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (２点)

Ａ ルータは、専用線やＡＴＭなどのＷＡＮ用インタフェースを収容することができ、ルータ

が対応している通信プロトコル以外のパケットは、ルータにより破棄される。また、複数の

通信プロトコルに対応しているルータは、一般に、マルチプロトコルルータといわれる。

Ｂ レイヤ３スイッチは、ルーティング機能を持ち、異なるネットワークアドレスを持つネット

ワークどうしを接続することができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) ネットワークインタフェースカード(ＮＩＣ)に固有に割り当てられたＭＡＣアドレスは、

(オ) バイト長で構成され、先頭の３バイトはベンダ(メーカ)識別番号(Organizationally

Unique Identifiers)などといわれ、ＩＥＥＥが管理、割当てを行っている。 (２点)

① ４ ② ６ ③ ８ ④ １２ ⑤ １６

第６問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) コンピュータプログラムのセキュリティ上の脆弱性が公表される前、又は脆弱性の情報は公
ぜい

表されたがセキュリティパッチがまだ無い状態において、その脆弱性を狙って行われる攻撃は、

一般に、 (ア) 攻撃といわれる。 (２点)

① ＤｏＳ ② ブルートフォース ③ バッファオーバフロー ④ ゼロデイ

(２) 暗号について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (２点)

Ａ 共通鍵暗号は、暗号化と復号に同じ鍵を使っており、代表的な共通鍵暗号としてＤＥＳや

ＡＥＳがある。

Ｂ 公開鍵暗号は、暗号化と復号に異なる鍵を使っており、代表的な公開鍵暗号としてハッシュ

関数を利用したＲＳＡがある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＳＱＬインジェクションについて述べた次の記述のうち、正しいものは、 (ウ) である。

(２点)

① 攻撃者が、Ｗｅｂサーバとクライアント間の通信に割り込んで、正規のユーザに

なりすますことにより、やりとりしている情報を盗んだり、改ざんしたりする攻撃

である。

② 攻撃者が、ＪａｖａＳｃｒｉｐｔを使ったセッション管理に使うクッキーデータ

にアクセスし、ブラウザに広告などのダミー画面を表示させる攻撃である。

③ 攻撃者が、データベースと連動したＷｅｂサイトにおいて、データベースへの問

合せや操作を行うプログラムの脆弱性を利用して、データベースを改ざんしたり、

情報を不正に入手したりする攻撃である。

④ 攻撃者が、スクリプトをターゲットとなるＷｅｂサイト経由でユーザのブラウザ

に送り込むことにより、そのターゲットにアクセスしたユーザのクッキーデータの

盗聴や改ざんなどを行う攻撃である。

(４) ネットワーク上での攻撃などについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (２点)

Ａ ネットワーク上を流れるパケットを盗聴することにより、そこからＩＤやパスワードなど

を拾い出す行為は、一般に、ＩＰスプーフィングといわれる。

Ｂ ＩＰアドレスを詐称することにより、そのＩＰアドレスの保持者になりすまし、ハッキング

などを行う行為は、一般に、ＩＰマスカレードといわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) ＪＩＳ Ｑ ２７００１：２００６に規定されている、ＩＳＭＳ(情報セキュリティマネジメ

ントシステム)の要求事項を満たすための管理策について述べた次の記述のうち、誤っている

ものは、 (オ) である。 (２点)

① 情報セキュリティ基本方針文書は、経営陣によって承認されなければならず、ま

た、外部関係者を除いて全従業員に公表し、通知しなければならない。

② 情報セキュリティ基本方針は、あらかじめ定められた間隔で、又は重大な変化が

発生した場合に、それが引き続き適切、妥当及び有効であることを確実にするため

にレビューしなければならない。

③ 経営陣は、情報セキュリティの責任に関する明りょうな方向付け、自らの関与の

明示、責任の明確な割当て及び承認を通して、組織内におけるセキュリティを積極

的に支持しなければならない。

④ 情報セキュリティ活動は、組織の中の、関連する役割及び職務機能をもつ様々な

部署の代表が、調整しなければならない。

⑤ 情報保護に対する組織の必要を反映する秘密保持契約又は守秘義務契約のための

要求事項は、特定し、定めに従ってレビューしなければならない。

第７問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) アクセス系設備の平衡対メタリックケーブルについて述べた次の二つの記述は、 (ア) 。

(２点)

Ａ 設備センタからユーザまでのアクセス区間において、設備センタに近い区間に用いられる

平衡対メタリックケーブルは、一般に、設備センタから遠い区間に用いられるものと比較し

て、心線導体径が太い。

Ｂ アクセス系設備の平衡対メタリックケーブルにおいては、心線導体の被覆に誘電率の小さ

い絶縁体材料を用いることにより心線間の静電容量を小さくすることができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) デジタル式テスタを用いて、直流２００.０ボルトレンジ、分解能０.１ボルトで読取値が

１００.０ボルトであったとき、誤差の範囲が最も小さいテスタは、確度が (イ) のテスタ

である。ただし、rdgは読取値、dgtは最下位桁の数字を表すものとする。 (２点)

① ±(１.０％rdg＋６dgt) ② ±(１.２％rdg＋５dgt)

③ ±(１.４％rdg＋４dgt) ④ ±(１.６％rdg＋３dgt)

(３) アンダカーペット配線工事について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (２点)

Ａ フラットケーブルを配線する場合、できるだけ直線上に配線できるようにルートを選択し、

フラットケーブルに捻れのない状態で敷設する。
ねじ

Ｂ フラットケーブルを床面に水平配線する場合、配線方向を変えるときは、フラットケーブ

ルを折り曲げると不具合が生ずるため、一般に、当該箇所でフラットケーブルをコネクタ接

続し、接続部をフリーレットに収容して敷設する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) デジタル式ＰＢＸの代表着信方式の設定において、代表グループ内の回線がおおむね均等に

利用されるように回線を選択させる場合は、 (エ) 方式を選定する。 (２点)

① シーケンシャル ② ストレートライン ③ 順次サーチ

④ ラウンドロビン ⑤ ダイレクトインライン
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(５) デジタル式ＰＢＸの設置工事終了後に行う機能確認試験のうち、 (オ) 試験では、外線

からの着信に自動音声で応答すること、及び自動音声のガイダンスに従い接続先や情報案内

などを選択してプッシュボタンを操作することにより、所定の動作が正常に行われることを確

認する。 (２点)

① ＡＣＤ ② ＣＴＩ ③ ＩＶＲ ④ ＣＲＭ ⑤ ＤＩＤ

第８問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのバス配線では、一般に、ＩＳＯ８８７７に準拠し

た８端子のモジュラジャックが使用されるが、端子配置では、 (ア) 端子がＤＳＵ側での

送信端子(端末機器側での受信端子)として使用される。 (２点)

① １、２番 ② ３、６番 ③ ４、５番 ④ ７、８番

(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける、ポイント・ツー・ポイント構成での装置

間の配線距離などについて述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (２点)

Ａ 接続用ジャック(ＭＪ)と端末装置(ＴＥ)との間には、最長２５メートルまでの長さの延長

接続コードの使用が可能である。

Ｂ ＮＴとＴＥとの間の最長配線距離は、ＴＴＣ標準で５００メートル程度とされている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける、ポイント・ツー・マルチポイント構成の

配線長などについて述べた次の記述のうち、誤っているものは、 (ウ) である。 (２点)

① 延長受動バス配線では、ＴＥ相互間(ＮＴに一番近いＴＥと一番遠いＴＥとの距離)

の最大配線長は、２５～５０メートルの範囲とされている。

② 短距離受動バス配線では、ＮＴとＮＴから一番遠いＴＥとの距離となる最大配線長

は、１００～２００メートルの範囲とされている。

③ 短距離受動バス配線では、一つのバス配線に対して、最大８台まで端末を接続する

ことができる。

④ ポイント・ツー・マルチポイント構成では、１対のインタフェース線における配線

極性は、全ＴＥ間で同一とする必要はなく、ポイント・ツー・ポイント構成と同様に、

反転してもよいとされている。

(４) ＪＩＳ Ｃ ６８４１：１９９９光ファイバ心線融着接続方法における光ファイバ心線の接続

方法について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (２点)

Ａ 融着接続の準備として、光ファイバのクラッド(プラスチッククラッド光ファイバの場合は

コア)の表面に傷をつけないように、被覆材を完全に取り除き、次に、光ファイバを光ファイ

バ軸に対し１３５°の角度で切断する。

なお、光ファイバ端面は、鏡面状で、突起、欠けなどがないようにする。

Ｂ 融着接続は、電極間放電又はその他の方法によって、光ファイバの端面を溶かして接続する。

なお、融着部には、気泡、異物などがないようにする。

次に、融着接続部のスクリーニング試験を経た光ファイバ接続部に、光学的な劣化、並び

に外傷や、大きな残留応力などの機械的な劣化が生じない方法で補強を施す。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) 光ケーブルなどを配線するための設備として用いられる金属ダクトにおいては、電気設備の

技術基準の解釈では、金属ダクトに収める電線の断面積(絶縁被覆の断面積を含む)の総和は、

ダクト内部断面積の２０パーセント以下、電光サイン装置、出退表示灯その他これらに類する

装置又は制御回路などの配線のみを収める場合は、 (オ) パーセント以下であることとさ

れている。 (２点)

① ３０ ② ４０ ③ ５０ ④ ６０ ⑤ ７０

第９問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＪＩＳ Ｃ ６８２３：２０１０光ファイバ損失試験方法における光導通試験に用いられる光

源などについて述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (２点)

Ａ 光源は、伝送器内にあり、安定化直流電源で駆動され、大きな放物面をもつ白色光源、発

光ダイオード(ＬＥＤ)などから成る。伝送器での損失変動を削減するために励振用光ファイ

バに接続する場合は、コア径が被測定光ファイバのコア径より十分小さなグレーデッドイン

デックス形を使用する。

Ｂ 光検出器は、光源と整合した受信器、例えば、ＰＩＮホトダイオードなどを使用する。検

出レベルを調整できる分圧器、しきい値検出器及び表示器を統合する。同等のデバイスを用

いてもよい。損失変動を削減するため、検出器の受感面の寸法は大きくする。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４の設備設計における分岐点について述べた次の記述のうち、

誤っているものは、 (イ) である。 (２点)

① ワークエリア内で通信アウトレットの移動の柔軟性が要求されるオープンオフィス環境

では、水平配線のフロア配線盤と通信アウトレットとの間に分岐点を設置するとよい。

② 分岐点は、各ワークエリアのグループに少なくとも一つ配置されなければならない。

③ 分岐点は、最大で１２までのワークエリアに対応するように制限されるのが望ましい。

④ 平衡配線用では、分岐点はフロア配線盤から少なくとも１０メートル離して設置され

なければならない。

(３) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４では、図に示す設計において、カテゴリ６要素を使ったクラ

スＥのチャネルの場合、パッチコード／ジャンパ及び機器コードの長さの総和が１４メートル

のとき、幹線ケーブルの最大長は、 (ウ) メートルとなる。ただし、使用温度は２０℃、

コードの挿入損失dＢ／ｍは幹線ケーブルの挿入損失dＢ／ｍに対して５０パーセント増と

する。 (２点)

① ７８.０ ② ７９.５ ③ ８０.５ ④ ８１.０ ⑤ ８２.５

ＥＱＰＣＣＣ ＣＥＱＰ

機器コード 機器コード

幹線ケーブル

Ｃ

パッチコード／
ジャンパ

チャネル

Ｃ

パッチコード／
　ジャンパ

Ｃ = 接続点(対接続)
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(４) 現場取付け可能な単心接続用の光コネクタで、コネクタプラグとコネクタソケットの２種類が

あり、ドロップ光ファイバケーブルとインドア光ファイバケーブルの接続や宅内配線における光

ローゼット内での心線接続に用いられる光コネクタは、 (エ) コネクタといわれる。(２点)

① ＦＣ(Fiber optic Connector) ② ＦＡ(Field Assembly)

③ ＭＵ(Miniature Unit-coupling) ④ ＭＰＯ(Multifiber Push-On)

⑤ ＭＴ(Mechanically Transferable splicing)

(５) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４に規定されている、平衡配線の性能測定における判定方法の

３ｄＢ／４ｄＢルールなどについて述べた次の記述のうち、正しいものは、 (オ) である。

(２点)

① 平衡配線におけるデータ信号の伝送特性としては、挿入損失の値が３ｄＢ又は

４ｄＢを超える周波数範囲であれば、データの送受信を行う上で十分なＳＮ比を確保

することができるとされており、ＪＩＳ規格では、３ｄＢ／４ｄＢルールといわれ

る判定方法が適用されている。

② 挿入損失の測定結果が３ｄＢを超える周波数範囲においては、反射減衰量に関す

る特性について、その周波数範囲の部分で試験結果が不合格となっても合格と見な

すことができる。

③ 挿入損失の測定結果が４ｄＢを超える周波数範囲においては、近端漏話減衰量に

関する特性について、その周波数範囲の部分で試験結果が不合格となっても合格と

見なすことができる。

④ 挿入損失の測定結果が規定値を超える周波数範囲での３ｄＢ／４ｄＢルールは、

配線長が１０メートル程度と１００メートル程度では、より長い配線長の方が、広

い周波数範囲が適用される。

⑤ ＡＮＳＩ／ＴＩＡ／ＥＩＡ－５６８Ｂ規格による性能測定においては、ＪＩＳ規格

にある平衡配線の近端漏話減衰量に関する４ｄＢルールが規定されていないため、

合否判定は規格値どおりに行う。

第１０問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選

び、その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＵＴＰケーブルへのコネクタ成端時に発生するトラブルなどについて述べた次の二つの記述

は、 (ア) 。 (２点)

Ａ コネクタ成端時の結線の配列違いには、ショートリンク、パーマネントリンク、マージナ

ルパスなどがあり、漏話特性の劣化、ＰｏＥ機能が使えないなどの原因となることがある。

Ｂ 対の撚り戻しでは、長く撚りを戻すと、ツイストペアケーブルの基本性能である電磁誘導
よ

を打ち消しあう機能の低下による漏話特性の劣化、特性インピーダンスの変化による反射減

衰量の規格値外れなどの原因となることがある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(２) ＪＩＳ Ｃ ６８２３：２０１０光ファイバ損失試験方法における測定方法などについて述べ

た次の記述のうち、誤っているものは、 (イ) である。 (２点)

① カットバック法は、図１に示すように入射条件を変えずに光ファイバの二つの地点

での光パワーＰ１(λ)、Ｐ２(λ)を測定する方法である。

② 挿入損失法は、測定原理から光ファイバ長手方向での損失の解析に使用することが

でき、入射条件を変化させながら連続的な損失変動を測定することが可能である。

③ 挿入損失法は、カットバック法よりも精度は落ちるが、被測定光ファイバ及び両端

に固定される端子に対して非破壊で測定できる利点がある。

④ ＯＴＤＲ法は、光ファイバの単一方向の測定であり、光ファイバの異なる箇所から

光ファイバの先端まで後方散乱光パワーを測定する方法である。

(３) 安全活動などについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (２点)

Ａ ＫＹ活動の４ラウンド法では、第１ラウンドで現状把握、第２ラウンドで目標設定、第３

ラウンドで本質追求、第４ラウンドで対策樹立の手順で進められる。

Ｂ ３Ｓ活動(運動)の３Ｓとは、一般に、整理・整頓・清掃をいい、これに速度(スピード)を

加えた活動(運動)は、４Ｓ活動(運動)といわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

入射側 出射側

被測定光ファイバ

断面２断面１

Ｐ Ｐ１ ２(λ) (λ)

図１

Ａ(λ)＝１０ log１０
Ｐ

Ｐ
１

２(λ)

(λ)

:  dＢ

 mＷ

 mＷ

断面１と断面２との間の波長λでの損失Ａ(λ)

Ｐ２(λ) :

Ｐ１(λ) :光ファイバ入射側断面１を通過する光パワー

光ファイバ出射側断面２を通過する光パワー
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(４) 図２に示す、一般的な施工出来高と工事原価の関係などについて述べた次の記述のうち、正

しいものは、 (エ) である。ただし、Ｐ点は Ｙ ＝ Ｆ＋ａＸとＹ ＝ Ｘとの交点を示し、

Ｘp はＰ点での施工出来高を示す。 (２点)

① Ｐ点は、損益分岐点といわれ、Ｙ ＝ Ｆ＋ａＸ の線上において工事の利益と変動費

が等しくなる点である。

② Ｘp点における施工速度は、最低採算速度といわれ、採算のとれる状態にするため

には、施工出来高をＸp 以上に上げることが必要である。

③ 施工速度を上げて突貫工事になるほど、一般に、施工品質は向上し、工事原価は下

がり、経済的な工事が可能となる。

④ 工事原価と施工出来高が等しいＹ ＝ Ｘの直線上においては、施工出来高が大きい

ほど工事の採算性が向上する。

⑤ 施工出来高に対する変動原価の割合が同じ場合、固定原価が大きいほど、一般に、

Ｐ点における施工出来高は小さくなる。

図２

(５) 図３に示すアローダイアグラムについて述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (２点)

Ａ クリティカルパスの所要日数は、１７日である。

Ｂ 結合点(イベント)番号４の最早結合点時刻(日数)は９日であり、最遅結合点時刻(日数)は

１０日である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

図３

３日

５日 ３日

４日

１ ２ ７５
４日

４

５日

作業Ａ 作業Ｂ 作業Ｄ

作業Ｃ 作業Ｅ

作業Ｆ
３

６
作業Ｇ

３日

Ｙ＝
Ｆ＋
aＸ

施工出来高（Ｘ）

Ｙ
＝
Ｘ

Ｐ点
aＸ(変動原価）

Ｆ(固定原価）

Ｘp

工
事
原
価

（Ｙ）
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 総務大臣が電気通信事業者に対し、利用者の利益又は公共の利益を確保するために必要な限

度において、業務の方法の改善その他の措置をとるべきことを命ずることができる場合につい

て述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 自然災害により電気通信役務の提供に支障が生ずるおそれがある場合に電気通信事

業者がその支障の発生を未然に防止するために必要な対策その他の措置を速やかに行

わないとき。

② 電気通信事業者が重要通信に関する事項について適切に配慮していないとき。

③ 電気通信事業者が提供する電気通信役務に関する提供条件(料金を除く。)が電気通

信回線設備の使用の態様を不当に制限するものであるとき。

④ 電気通信事業者が特定の者に対し不当な差別的取扱いを行っているとき。

(２) 電気通信事業者が利用者から端末設備の接続請求を受けた場合について述べた次の二つの文

章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 電気通信事業者は、利用者から端末設備をその電気通信回線設備(その損壊又は故障等によ

る利用者の利益に及ぼす影響が軽微なものとして総務省令で定めるものを除く。)に接続すべ

き旨の請求を受けたときは、その接続が総務省令で定める技術基準に適合しない場合その他

電気通信事業者が契約約款で定める場合を除き、その請求を拒むことができない。

Ｂ 総務省令で定める、電気通信事業者が利用者からの端末設備の接続請求を拒める場合とは、

利用者から、端末設備であって電波を使用するもの(別に告示で定めるものを除く。)及び公

衆電話機その他利用者による接続が著しく不適当なものの接続の請求を受けた場合である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 総務大臣は、電気通信事業の用に供する電気通信設備が総務省令で定める技術基準に適合し

ていないと認めるときは、当該電気通信設備を設置する電気通信事業者に対し、その技術基準

に適合するように当該設備を修理し、若しくは (ウ) することを命じ、又はその使用を制

限することができる。 (４点)

① 変 更 ② 改 造 ③ 休 止 ④ 撤 去

(４) 電気通信事業法の規定により公共の利益のため緊急に行うことを要するその他の通信であって

総務省令で定めるものに該当する通信について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。(４点)

Ａ 国会議員又は地方公共団体の長若しくはその議会の議員の選挙の執行又はその結果に関し、

緊急を要する事項を内容とする通信であって、選挙管理機関相互間において行われるものは

該当する通信である。

Ｂ 治安の維持のため緊急を要する事項を内容とする通信であって、警察機関と海上保安機関

との間において行われるものは該当する通信である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) 利用者は、電気通信事業法の規定により端末機器技術基準適合認定の表示が付されている端

末機器(同法の規定により端末機器技術基準適合認定の表示が付されていないものとみなされ

たものを除く。)を接続する場合その他総務省令で定める場合を除き、電気通信事業者の電気

通信回線設備に端末設備を接続したときは、当該電気通信事業者の (オ) を受け、その接

続が同法に規定する端末設備の接続の技術基準に適合していると認められた後でなければ、こ

れを使用してはならない。これを変更したときも、同様とする。 (４点)

① 検 閲 ② 認 証 ③ 承 諾 ④ 検 査 ⑤ 認 可

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣又は｢有線電気通信法｣に規定する内容に照らして

最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の種類及び工事の範囲｣について述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① ＡＩ・ＤＤ総合種工事担任者は、アナログ伝送路設備又はデジタル伝送路設備に端

末設備等を接続するための工事を行い、又は監督することができる。

② ＤＤ第二種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

のうち、接続点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１００メガビット以下のも

のに限る工事を行い、又は監督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備

に端末設備等を接続するための工事を除く。

③ ＡＩ第一種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

及び総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するための工事を行い、又は監督す

ることができる。

④ ＡＩ第二種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

のうち、端末設備等に収容される電気通信回線の数が５０以下であって内線の数が

２００以下のものに限る工事を行い、又は監督することができる。また、総合デジタル

通信用設備に端末設備等を接続するための工事のうち、総合デジタル通信回線の数が毎

秒６４キロビット換算で５０以下のものに限る工事を行い、又は監督することができる。

⑤ ＡＩ第三種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備を接続するための工事の

うち、端末設備に収容される電気通信回線の数が１のものに限る工事を行い、又は監

督することができる。また、総合デジタル通信用設備に端末設備を接続するための工

事のうち、総合デジタル通信回線の数が毎秒６４キロビット換算で１のものに限る工

事を行い、又は監督することができる。

(２) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の再交付｣及び｢資格者証の返納｣について述べた次の

二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 工事担任者は、他の種別の工事担任者試験に合格したときは、資格者証の再交付の申請書

に資格者証及び写真１枚を添えて、総務大臣に提出しなければならない。

Ｂ 工事担任者資格者証の返納を命ぜられた者は、その処分を受けた日から２週間以内にその

資格者証を総務大臣に返納しなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(３) 端末機器の技術基準適合認定番号について述べた次の二つの文章は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 移動電話用設備に接続される端末機器に表示される技術基準適合認定番号の最初の文字は、

Ａである。

Ｂ インターネットプロトコル電話用設備に接続される端末機器に表示される技術基準適合認

定番号の最初の文字は、Ｅである。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 有線電気通信設備(その設置について総務大臣に届け出る必要のないものを除く。)を設置し

ようとする者は、 (エ) 、設備の設置の場所及び設備の概要を記載した書類を添えて、設

置の工事の開始の日の２週間前までに、その旨を総務大臣に届け出なければならない。(４点)

① 有線電気通信の方式の別 ② 有線電気通信の技術的条件

③ 設備の接続の相手方 ④ 設備の設置の方法

(５) 有線電気通信設備(政令で定めるものを除く。)の技術基準により確保される事項について述

べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ) である。 (４点)

① 有線電気通信設備は、重要通信に妨害を与えないよう、他の通信の一部を制限し、

又は停止できるようにすること。

② 有線電気通信設備は、他人の設置する有線電気通信設備に妨害を与えないように

すること。

③ 有線電気通信設備は、通信の秘密の確保に支障を与えないようにすること。

④ 有線電気通信設備は、重要通信に付される識別信号を識別できるようにすること。

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 専用通信回線設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、特

定の利用者に当該設備を専用させる電気通信役務の用に供するものをいう。

② 無線呼出端末とは、端末設備であって、無線呼出用設備に接続されるものをいう。

③ デジタルデータ伝送用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であっ

て、デジタル方式により、専ら符号又は音響の伝送交換を目的とする電気通信役務の

用に供するものをいう。

④ 呼設定用メッセージとは、呼設定メッセージ又は応答メッセージをいう。

⑤ 絶対レベルとは、一の皮相電力の１ミリワットに対する比をデシベルで表したもの

をいう。

(２) 安全性等について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 端末設備は、事業用電気通信設備との間で反響音(電気的又は音響的結合により生ずる発振

状態をいう。)を発生することを防止するために総務大臣が別に告示する条件を満たすもので

なければならない。

Ｂ 配線設備等の評価雑音電力は、絶対レベルで表した値で最小値においてマイナス６４デシ

ベル以下であり、かつ、最大時においてマイナス５８デシベル以下でなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(３) 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備との間にお
きょう

いて、使用電圧が (ウ) ボルトを超える直流及び６００ボルトを超える交流の場合にあって

は、その使用電圧の１.５倍の電圧を連続して１０分間加えたときこれに耐える絶縁耐力を有し

なければならない。 (４点)

① ５５０ ② ６５０ ③ ７５０ ④ ８５０ ⑤ ９５０

(４) ｢端末設備内において電波を使用する端末設備｣について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。

(４点)

Ａ 使用する電波の周波数が空き状態であるかどうかについて、総務大臣が別に告示するとこ

ろにより判定を行い、空き状態である場合にのみ直流回路を開くものでなければならない。

ただし、総務大臣が別に告示するものについては、この限りでない。

Ｂ 総務大臣が別に告示する条件に適合する識別符号(端末設備に使用される無線設備を識別

するための符号であって、通信路の設定に当たってその照合が行われるものをいう。)を有

すること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 安全性等について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ) である。 (４点)

① 配線設備等の電線相互間及び電線と大地間の絶縁抵抗は、直流２００ボルト以上の

一の電圧で測定した値で１メガオーム以上であること。

② 通話機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な干渉雑音が発生すること

を防止する機能を備えなければならない。

③ 端末設備の機器の金属製の台及び筐体は、接地抵抗が５０オーム以下となるように

接地しなければならない。ただし、安全な場所に危険のないように設置する場合に

あっては、この限りでない。

④ 端末設備は、自営電気通信設備から漏えいする通信の内容を意図的に識別する機能

を有してはならない。

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) アナログ電話端末の｢基本的機能｣、｢発信の機能｣又は｢緊急通報機能｣について述べた次の文

章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① アナログ電話端末の直流回路は、発信又は応答を行うとき閉じ、通信が終了したと

き開くものでなければならない。

② アナログ電話端末は、発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する

場合にあっては、電気通信回線からの応答が確認できない場合選択信号送出終了後

３分以内に直流回路を開くものであること。

③ アナログ電話端末は、自動的に選択信号を送出する場合にあっては、直流回路を閉

じてから３秒以上経過後に選択信号の送出を開始するものであること。ただし、電気

通信回線からの発信音又はこれに相当する可聴音を確認した後に選択信号を送出する

場合にあっては、この限りでない。

④ アナログ電話端末であって、通話の用に供するものは、電気通信番号規則に規定す

る電気通信番号を用いた警察機関、海上保安機関又は消防機関への通報を発信する機能

を備えなければならない。
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(２) アナログ電話端末の｢直流回路の電気的条件等｣について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。

(４点)

Ａ 直流回路を開いているときのアナログ電話端末の呼出信号受信時における直流回路の静電

容量は、３マイクロファラド以下であり、インピーダンスは、７５ボルト、１６ヘルツの交

流に対して２キロオーム以上でなければならない。

Ｂ 直流回路を開いているときのアナログ電話端末の直流回路の直流抵抗値は、２メガオーム

以上でなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 移動電話端末の｢基本的機能｣、｢発信の機能｣又は｢緊急通報機能｣について述べた次の文章の

うち、正しいものは、 (ウ) である。 (４点)

① 通信を終了する場合にあっては、チャネル(通話チャネル及び制御チャネルをい

う。)をブロックする信号を送出するものであること。

② 応答を行う場合にあっては、応答を要求する信号を送出するものであること。

③ 発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあっては、電気

通信回線からの応答が確認できない場合選択信号送出終了後１分以内にチャネルを切

断する信号を送出し、送信を停止するものであること。

④ 移動電話端末であって、自動再発信できるものを除いたものは、緊急通報を発信す

る機能を備えなければならない。

(４) 通話の用に供する場合を除き、アナログ電話端末の４キロヘルツから８キロヘルツまでの不

要送出レベルは、マイナス (エ) dＢm以下でなければならない。 (４点)

① ３ ② ８ ③ １０ ④ ２０

(５) 総合デジタル通信端末の｢基本的機能｣及び｢アナログ電話端末等と通信する場合の送出電力｣

について述べた次の二つの文章は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 通信を終了する場合にあっては、呼切断用メッセージを送出するものであること。

Ｂ 通話の用に供する場合を除き、総合デジタル通信用設備とアナログ電話用設備との接続点

においてデジタル信号をアナログ信号に変換した送出電力は、平均レベルでマイナス１０dＢm

以下で、かつ、最大レベルで０dＢmを超えてはならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣又は｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 有線電気通信設備令に規定する用語について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(ア) である。 (４点)

① 絶縁電線とは、絶縁物及び保護物で被覆されている電線をいう。

② 平衡度とは、通信回線の中性点と大地との間の漏話電力と通信回線の端子間に生ず

る漏話電力との比をデシベルで表わしたものをいう。

③ 線路とは、送信の場所と受信の場所との間に設置されている電線及びこれに係る中

継器その他の機器をいい、これらを支持し、又は保蔵するための工作物を含む。

④ 電線とは、有線電気通信を行うための導体をいい、強電流電線に重畳される通信回

線に係るものを含む。

(２) 有線電気通信設備令において、強電流電線に重畳される通信回線は、次の(ⅰ)及び(ⅱ)によ

り設置しなければならないと規定されている。

(ⅰ) 重畳される部分とその他の部分とを安全に分離し、且つ、開閉できるようにすること。

(ⅱ) 重畳される部分に異常電圧が生じた場合において、その他の部分を保護するため総務省令

で定める (イ) 装置を設置すること。 (４点)

① 保 安 ② 試 験 ③ 監 視 ④ 定電圧

(３) 有線電気通信設備令施行規則に規定する｢屋内電線と屋内強電流電線との交差又は接近｣につ

いて述べた次の二つの文章は、 (ウ) 。ただし、絶縁性の隔壁又は絶縁管を用いた場合に

ついては考慮しないものとする。 (４点)

Ａ 屋内強電流電線が低圧の場合、屋内電線と屋内強電流電線(屋内強電流電線が強電流裸電線

の場合を除く。)との離隔距離は、１０センチメートル以上としなければならない。

Ｂ 屋内強電流電線が低圧の場合であって、屋内強電流電線が強電流裸電線のとき、屋内電線

と屋内強電流電線との離隔距離は、１５センチメートル以上としなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律に規定する事項について述べた次の二つの文章は、

(エ) 。 (４点)

Ａ アクセス管理者とは、電気通信回線に接続している電子計算機の利用(当該電気通信回線を

通じて行うものに限る。)について当該利用に係る利用権者の許諾を得た者をいう。

Ｂ アクセス制御機能を有する特定電子計算機に電気通信回線を通じて当該アクセス制御機能

による特定利用の制限を免れることができる情報(識別符号であるものを除く。)又は指令を

入力して当該特定電子計算機を作動させ、その制限されている特定利用をし得る状態にさせ

る行為(当該アクセス制御機能を付加したアクセス管理者がするもの及び当該アクセス管理者

の承諾を得てするものを除く。)は、不正アクセス行為に該当する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) 電子署名及び認証業務に関する法律において電磁的記録とは、電子的方式、磁気的方式その

他 (オ) することができない方式で作られる記録であって、電子計算機による情報処理の

用に供されるものをいう。 (４点)

① 第三者は内容を解読 ② 外部からは容易に攻撃

③ 本人以外は任意に改変 ④ 人の知覚によっては認識

⑤ 不正な方法では内容を認証



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 

なお、試験問題では、R 及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 
(3) 試験問題、図中の抵抗器及びトランジスタの表記は、旧図記号を用いています。 

 

 

    

 
(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 
(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 

      ［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい)  ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(6) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 

 
(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(8)  試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 

  
(9)  法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 
(10)  法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しなどを表して 

います。また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(   )表記箇所  

の省略や部分省略などしている場合がありますが、(   )表記の省略の有無などだけで正誤を問うような出題は 

しておりません。 

 

 

新 図 記 号 旧 図 記 号 新 図 記 号 旧 図 記 号


